
北九州地域産業界の協力による

福岡県自動車関連産業人材育成事業
(経済産業省 ・文部科学省連携事業)

北九州地域4県 立工業高校の人材育成

日本事業の趣旨

福岡県内で最も多くの自動車産業が集積するlt九洲1地i或において 4県 立工業高校 (小倉工業高校 戸畑

工業高校 ハ幡工業高校 苅日工業高校)と 地域産業界 行政等が連湾し 生徒に自動車関連企業をはじめ

とする地1ヨ産業界の先端技術に角,れさせ 今まで以上に実践的なものつくり抜能を身に付けた優秀な人材を

育成できるよう人l教 育環境の充実を図る 併せて 教員に産業界の技術 技能を学ふ機会を提供し 最新

の専門0り囃 や指導技術の習得等 資質1甘力の向上を図る.
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福 岡 県 自 動 車 関 連 産 業 人 材 育 成 事 業

産 学 官 の 連 携 に よ る 工 業 高 機 へ の 奥 践 教 育 導 入
■ 人材育成における課題

産業界に不可欠な品質 コスト納期に対応する先il技術と工業高校
における教育内容との格差は拡大している。従つて 学状と地元産業界
や行政等が運乱 て工業高校に実践的なカリキュラムを導入する人材育

成事業の実施が必要である
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企業と学校のマッチング

広41渚勁

口lL九

"11也
成の'1小企業41[

のヽご眺力お願い

北九州地域
4県立工薬高校

11■ ●11■|■ ター1■ ,●

Ⅱ学摯内で先進技術の伝授

J[・rtrl ri=11ヵ●111
1イ|■に1■II,|IJ:■■|111

学■ 校 介紹

戸畑工業高校

l■郷泉自動車関連産業人材百威事業

県教育委員会  県自動車産業振興=
各工葉高校長 北九,1市産案II済局
自動車l・l連企業  ,ιtt ll商工会議所

大学関係者 北九州産業学術推進毅精

lι九州

産業学術推進機構

自動車関連産業と|ヒ九州

地域の4県 立工業高校と

を結ぶコーデイネーター

県工業ll術センター

教員等企業研修

0小 倉工業高校

◇戸畑工業高抜

◇人幡工業高校

◇苅田工業高性

【実摯的技術者育成型高核】 【高度枚能者育成型高校】 〔高度技能者育成型高校】 曖 践的技術者育成型高lt】

科目『生産工場学Jの創投

(設計製造 工程管理のl.合学習)

機械系 電気系 化学系 |―

年 |  ■―ス選択)   1年

日本版テ■7ルシステムの導入

(企業との積極的な連携)

機核 電気系 建築系

,,アマイスター表輸 1度の導入

(資格取得の推進)

ものづくリスヘンャリストの書成

(企業ニーズに対応)

機替 4電 気科 情報技術科

(コース選択) (各種工作 神御技術)
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I 企業講師暉による学校での実践指導

企業等から熟練技能者を招聘し 実践的な知識や技術 技能について直接指導を受けることこより産業界の技llの高

さを把握し ものづくりこ対する意識の向上等餃III尊重の機運醸雌 図る

■ 事 業 橋 要

I 生徒の企業における教育」1練(インターンシップ)

企業において各学科の学習内容に応した実酵 体験することで産業界の最新技術に触れる

とともに 他者との協働llU力を育成し 自己の職業適性を的確に把遅させる

1 2年 生全員の企業実習実赦 4校の2年生を中心に1週間のインターンシップ)

2 長期企業実習の実施(戸畑工業高校23年 生に期末試験終了後 巨幸3週間

冬畢2週間のインターンシップ)

Ⅲ 教員の企業,研 修(1週間)

工薬系学科の教員が企業等で学ぶことこより自らの技術力と指導力を高め 教育者としての

一層の資質■t力の向上を図るとともに 工業高校が産業界から求められる使命を把握し 将来

ll元産業界を支えていく技III者を育成することを目的とする

6化学実験

「産 業 界 と 工 業 高 校 の ネ ットワ ー ク構 築 」を推 進 す る

財団法人北九州産業学術推進機構のlB当部長およ0コーディネーター紹介

|アーク湾校 23次 テ CAD 3電 子機器 | 4 PLC制 111

(FAIS)
財団法人北九州産業学術推進IIII 冒山敏秀 日AS担 当部長

日本事業

く人材青

咸)の全体

を取り極め

ます

重藤格実 (NPO KTS理 事,

■主に「苅

田工業高

摯」と全体

のお世話を

します

′jイヽ沐敏OF ttPO―KTS理 事) 是永逸生 (日本技術士会理事〕

(NPO― KTS副 会 長 )

■主に「′ヽ

幡工葉高

摯Jのお世

話をしま

す

■企葉ニー

ズ調墨と全

体のサポー

トします

小野晃― (NPO―KTS副 会長)

■主に「戸

畑工業高

機Jのお世

話をします

猪ノロ博文 ( くヽおか ST

産学コーディネーター)

■企彙ニー

ズ調査と全

体のサポー

トをします

■主に「1ヽ

倉工桑高

校Jのお世

話をしま

す。



日本事業の概要と目的

本事業は 地域産業界と専門高校の連携によるものづくり人材育成の仕組みを構築することを目的として 地域の産業

界 専i3高校 行政が協働して教育プログラムを開発 実証する地域に対して文部科学省(ものづくり人材古咸のための専

門高校 地域産業連携苺葉)と経済産業引 工彙高校等実餞教育導入事業)が共同して支援を実施するものです

■事業協力のお願い

本事業は 平成 19年度より開始し 平成 21年度まで実腱 れます 既に多くの企業の方々にご協力を得ておりますが

更に多くの企業の管様のご協力をお願いいたします.また 本事業終了後の自立化のため 人材青威のネットワークヘと

舞隧 せ 工葉高枚の実tt的な人材供給システムの構築が望まれます.本事業へのご支援とご協力をお願いいたします.

FAX=093 - 6 9 5 - 3 0 1 8

工業高校実臓教育導入事業支援協力の申し込み
貴社名 氏 名

部門 役職 電
‘
０

一
―

住 所
T FAX

E―mal

業種 事業

夫社の得意分

野 ABC

A

B:

C

事業 製品等の説明 (会社案内 技術 製品の説明資料と求人果等お送り下さい)

事業への

ご協力内容

生徒の企業における教育 珈線(インターンシップ)協 力|□出来る

□その他(

企彙疇師陣による学校での実錢指導輌 聘誨師, 協力・□出来る

口その他(

教員の企業等研修(技術 技能研崚 生産活動等)協 力|□出来る

□その他(

※該当する項目の□にノを入れてください

企業=― ズ等(本事業に関する 貴社のご意見毎をお開かせ下さtつ

□何とも言えない

口何とも言えない

□何とも言えない

口出来ない

,

□出来ない

)

□出来ない

)

担当窓口 財団法人北九州産業学的推進機構 産学連携センター 産学連携コーデイネーター 冨山致秀

■工 業 高 薇 等 実 践 教 育 導 入 ラ ロジェクト■

F A I S

財回法人北九州産業学術推進機構
〒3030105北 九ll市若松区ひびきの 21蓉 090 695 3006 FAX090 695 3013


